
一般財団法人地方公務員安全衛生推進協会

地方公務員健康状況等の現況（平成29年度）の概要

【調査対象期間】 平成29年4月1日～平成30年3月31日

【調査事項】 Ⅰ 健康診断等の実施状況に関する調査
Ⅱ 定期健康診断等の結果に関する調査
Ⅲ 長期病休者の状況に関する調査
Ⅳ 在職職員の死亡状況に関する調査

【対象職員数】 約75万人（主に首長部局の一般職員の約60％に相当）

【調査対象団体】 342団体

〇都道府県（47）＋指定都市（20）＝67団体
〇特別区＝23団体
〇市（Ａ）：県庁所在市（31）＋人口30万人以上の市（33）＝64団体
〇市（Ｂ）：人口5～10万人の市＝94団体
〇町村：人口1～2万人の町村＝94団体

※市（Ｂ）及び町村については、毎年任意に都道府県ごとに2団体抽出。
※警察職員、消防職員及び教員は対象外。
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今回調査（平成29年度）の概要

１ 長期病休者（疾病等により休業30日以上又は1ヵ月以上の療養者）数（10万人率）
は、2,519.5人であり、平成28年度より85.9人（3.53％）増加している。

２ 「精神及び行動の障害」による長期病休者数（10万人率）は、1,409.3人であり、
平成28年度より71.5人（5.34％）増加しており、10年前の約1.4倍、15年前の
約2.8倍である。

３ 「精神及び行動の障害」の長期病休者全体に占める割合は、55.9％であり、
平成24年度から50％を超え、年々増加している。

４ 在職死亡者数（10万人率）は、77.1人であり、平成23年度から100人を下回って
おり、減少傾向にある。

５ 一般定期健康診断の有所見率は、75.7％であり、平成28年度より0.7％増加して
おり、平成21年度から70％台で推移している。
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長期病休者数（10万人率）の推移
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主な疾病分類別の長期病休者率（10万人率）の推移
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長期病休者の疾病分類別構成比の推移
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在職死亡者の推移
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※平成22年度は、東日本大震災の被害が大きかった東北地方の太平洋側沿岸地域の市町村が
調査対象として選定されていません。
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在職死亡者（10万人率）の推移（主な原因別）
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一般定期健康診断の有所見率の推移
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全体 75.7％
都道府県・指定都市 75.2％
特別区 74.8％
市（Ａ） 78.7％
市（Ｂ） 74.1％
町村 72.8％
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一般定期健康診断の有所見率（主な検査項目別）
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